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　　　　  下期東北地区印刷協議会令和３年度

　　◆開催日時
　　　令和４年２月16日（水）13:00 ～
　　◆開催場所
　　　各事業所にて（リモート・Zoom会議）
　　◆参  加  者
　　　全印工連・東北六県工組・報道各社　70名
　　　岩手県工組より８名参加

Ⅰ．全体会議

　本日は全印工連令和３年度下期東北地区印刷協議

会開催に当たり、針生東北地区協議会長をはじめ各

県工組理事長、委員・組合員の皆様、リモート会議

設営へのご尽力、そしてご参加いただきありがとう

ございます。また、日頃より全印工連に対し、ご支

援・ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、今年も年明け早々から、多くの都道府県に

おいて、まん延防止等重点措置が発出されるなど、

新型コロナウイルス感染症の終息には、いまだ多く

の時間を要するものと思われます。こうした中、各

工組・各地区協の事業運営において、日頃各役員・

組合員の皆様には非常にご苦労をいただいておりま

すことに対し、改めて御礼申し上げます。

　皆様と直接お会いできないのはとても残念です

が、この２年間、全印工連、各地区、各工組におい

てリモート対応が進み、新しいコミュニケーション

や新しい会議のあり方など、多くのことを学び多く

の可能性を感じることが出来ました。

　現在、全印工連では、これからの時代に求められ

る印刷産業への進化、各社の付加価値増大を目指し、

「効率の良いプロダクションによる収益拡大」「ソ

リューション・プロバイダーへのさらなる変革」「人

材の確保と育成」からなる三位一体の構造改革を掲

げ、各種事業に取り組んでいます。

　今年度下半期においても、リモート配信も含めた

セミナーの積極開催、教育動画チャンネル「印カレ」

の掲載動画充実、CSR シンポジウムや官公需対策全

国協議会の開催などを進めてまいりました。

　また後ほど、全国９グループでトライアルを実

施している「印刷 DX 推進プロジェクト（DX －

PLAT）」の本格稼働に向けて、プロジェクトチーム

から進捗と今後についてのご説明を申し上げます。

本プロジェクトは DX－ PLAT の活用により、生産

協調を促進し、設備稼働率と生産性を向上させ、更

には各社の新しいビジネスモデルへの変革を促すこ

とを目的にしています。現在、本格稼働に向けた最

終段階として、各メーカーデバイスとのインター

フェイス構築やシステム改修とファシリティの整

備、運用に関しての制度設計を行い、全国の組合員

の皆様へご提供に向けた準備を進めています。

　また、昨年秋以降、原燃料価格の上昇などを理由

とした印刷用紙を含む各資材料金の値上げがメー

カーから相次いで打ち出されています。全印工連で

は各県工組あてに、印刷物発注に対するお願い文書

のひな型をご提供していますが、すべての物品価格・

コストの上昇が進む中、我々の製品・サービスにお

いてもお客様への説明を尽くした上で、しっかりと

価格転嫁を図ることが何よりも重要です。

　全印工連事業概況の中で説明と報告を致しますが、

２月 15日に衆議院議員会館において自民党中小印

刷産業振興議員連盟の総会が行われ、再生紙の供給

不足によるグリーン購入法特定調達品目の判断基準

の早期見直し、代替品への切り替えの通達文書の再

度の発出、また、印刷用紙をはじめとする諸資材価

格高騰分の官公需印刷物における予定価格への適正

な反映、などについて要望を述べてきたところです。

　本日の下期地区協においては、各委員会事業の年

度目標に対する達成状況をきちんと共有し、次年度

の取り組みへと繋げて行きたいと願っております。

出席される委員の皆様には、本日の情報を各県工組

にしっかりと伝達いただきますよう、ご協力を改め

てお願い致します。

　結びにあたり、本年も各地区印刷協議会との連携

を通じ、全印工連の組織力を存分に生かした事業運

滝澤光正 全印工連会長挨拶（要旨）
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営に取り組み、現下の状況を積極的に捉えて、印刷

産業の持続的な発展の実現に向けて邁進して参りま

す。更なるご支援とご協力をお願い申し上げ、挨拶

と致します。

　本日は、東北６県から令和３年度下期東北地区印

刷協議会にＺＯＯＭにてご参加いただき、感謝申し

上げます。

　さて、新型コロナウイルス感染症はオミクロン株

が全国的に急拡大しており、昨日も８万人を超える

感染者がでているとの報道がありました。年末はだ

いぶ落ち着いて過ごせましたが、年が明けてから医

療が逼迫するなど大変な状況になっています。その

ため、東北地区協も４回連続でのリモート開催とな

りました。

　全国の地区協もほぼリモート開催になっており、

滝澤会長におかれましては、会長ご就任後５月に１

期目が終わるにもかかわらず、地区協に未だ一度も

お越しになられない異常事態です。今回の地区協は

リアルに開催できよう準備していましたが、リモー

ト開催に踏み切らざるを得ず、非常に残念です。こ

ういった状況のため、全ての業界活動や団体活動が、

コロナの影響で制限が加わっています。全ての業界

活動が足踏み状態という状況ですが、この２年間の

停滞は、社会生活や、教育、経済、そして人々の意

識に対しても大きな影響を及ぼしてきました。加え

て、印刷業界にとっても、用紙をはじめとする原材

料の値上げ、エネルギーコストが上昇、デジタル化

の推進によるペーパーレス化など、頭の痛い問題が

印刷業界には山積しており、これまでの印刷業界の

ビジネスモデルの根幹が揺らぎ出していると思って

います。

　最近は「いまだに紙を使っているの？」といった

コマーシャルが流行っています。様々な分野の様々

な仕事がデジタル化され、紙の仕事が減少していく

という危機感が、業界の共通認識になっています。

　全印工連では 20年以上にわたり業態変革の必要

性を訴えてきました。今こそ必要なのは、たとえ小

さくてもいいので、新たなチャレンジをして行くこ

とだと思います。それを積み重ねて行くことで、業

態変革がなし得るのではないでしょうか。小さな創

意工夫、取り組みこそが業態変革の入り口になると

考えております。

　リアルの情報交換がやりにくい昨今ですが、全印

工連 4,000 社余りの仲間の中には、参考になる取

り組みあるいは、真似てみたいと思う取り組みを

行っている組合員が必ずいるはずです。そういった

仲間を見つけ、交流して学び取る姿勢が今何よりも

大事なことだと思います。それが出来るのがこの全

印工連の良さ、強みではないでしょうか。そして、

待ちの姿勢ではなく、自ら動くことでこういった環

境を作られると考えます。今あるネットワークを生

かすも殺すも自分次第です。東北人は概ねシャイな

人が多いと言われますが、ぜひ全印工連を使い倒し

ていただき、多少図々しいと思われても組合員であ

ることのメリットを最大限活かしていただきたいと

思います。

　結びになりますが、本日ご参加の皆様のご健勝と、

企業の益々のご発展を祈念いたしまして、挨拶に代

えさせていただきます。

Ⅱ．理事長会

１．�令和３年度収支決算見込みについて、異議なく承認

された。

２．�令和４年度収支予算（案）について、異議なく承認

された。

３．�令和４・５年度東北地区印刷協議会会長選任につい

て、異議なく承認された。

４．�第18回ＳＯＰＴＥＣとうほく２０２２の開催と出展

会社募集協力について、異議なく承認された。

５．�令和４年度上期東北地区印刷協議会について、異議

なく承認された。

　　令和４年６月22日（水）主管：岩手県印刷工業組合

６．�「印刷人ステップアップ基礎研修会」開催につい

て、異議なく承認された。　　　　　　　　　　

７．その他情報交換

　　官公需発注における矛盾点について協議

針生英一 東北地区協会長挨拶（要旨）
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委員長　五十嵐友和（秋田県）

〔報告事項〕

１．�３支援事業で実施した各種セミナーの説明（４セミ

ナー＋１合宿）

２．今後開催予定の２つのセミナーの説明

〔依頼事項〕

１．�今後の東京発等の各種セミナーの周知の徹底とオン

ライン参加への誘導

２．�事業承継支援事業の周知（事業承継支援センター・

事業承継ガイドブック・事業承継セミナー）

３．�共創ネットワーク通信の最大有効活用

４．令和３年度印刷業経営動向実態調査の実施推進

５．ＣＳＲ認定事業の普及と啓発

６．各種数値目標の達成推進

〔数値目標〕（実績／目標）

１．事業承継支援センターに係る相談件数

	 ０／３（東北地区）

２．事業承継セミナーに係る実施工組数

	 2／20（東北地区）

３．共創ネットワーク通信に係るベンダーの配信数

	 10／20（全国）

４．ＣＳＲワンスター認定新規取得社数

	 ９／10（全国）

委員長　大舩 憲司（山形県）

〔報告事項〕

１．技能検定「プリプレス職種（ＤＴＰ作業）」受検者数

　�　令和３年度技能検定プリプレス職種（ＤＴＰ作業）

受検申請者数

　　１級：20工組35名　２級：73名　１・２級計108名

　�前年度比

　　開催工組は18工組→20工組

　　総受検者数は106名→108名

　　地域ごとに開催状況に格差がある

２．教育動画サイト「印カレ」の運営

　　�2021年５月19日から教育動画サイト「印カレ」運用

開始（スマートフォンやタブレットで、いつでもど

こでも視聴が可能）

３．�2021年度特別ライセンスプログラム各工組目標加

入本数の結果

　�　加入本数は8,321本（契約２年目の満了日となる

2021年11月30日現在）

　　全国９地区中６地区で目標値達成

〔依頼事項〕

１．印刷営業講座・印刷営業技能審査認定試験の実施

　　令和３年度印刷営業講座・印刷営業技能審査認定試験

　　東京都工組、山口県工組

　　受講者41名　受検者51名

　　合格者28名（合格率54.9％）

　新型コロナウイルス感染症の影響により愛知県・岡山

県・福岡県が開催中止

2．�総合求人サイト「イーアイデム」組合員向け特別プ

ランの周知

　　組合員向け特別プラン利用工組

　　�神奈川県・静岡県・東京都・滋賀県・大阪府・兵庫

県・奈良県・岡山県・香川県

　　計９工組　組合員28社が利用

教育研修委員会経営革新マーケティング委員会

『印刷業界のための
事業承継ガイドブック』

（全印工連発刊）

　  組合員価格
3,060 円（税込）

　購入は、組合事務局へ
お申込みください。
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〔協議事項〕

１．�技能検定プリプレス職種ＤＴＰ作業の受検者増に

向けた取り組み

（１）�学科試験対策セミナーの開催や、実技・技能試験

問題の過去問題を各工組に配布し、受検者のフォ

ローアップを行う予定。

（２）�㈱大塚商会の提供実技試験会場

　　　�札幌、仙台、宇都宮、大宮、船橋、水道橋、池

袋、横浜東口、名古屋、京都、大阪、神戸、広

島、福岡の計15会場（１会場10～20名）　

　　　�※下線はWindowsパソコンを常設（Macパソコン

は連絡で用意可能）

２．全印工連特別ライセンスプログラムの周知・普及

　現契約プランの期間中は販売価格の変更もなく、市場

より有利な条件で利用が可能

〔意見・情報交換〕

１．技能検定「プリプレス職種（DTP作業）」について

　○�業務上資格が必要な社員は既に資格取得済みのケー

スが多く、新入社員採用を多くは望めない

　　�現況においては、受検者数が大きく伸びることは考

えにくい。

２．教育動画サイト「印カレ」の運営について

　○�利活用が思うように進んでいないため、各工組で普

及に努めてほしい。

　○営業会議の題材や社内研修での活用を推奨する。

　○�印刷業界を客観的に見た第三者の視点で捉えてみて

はどうか。

　○�題材を見ても内容を推察しづらいので、サブタイト

ルとして【効能】的な一文を加えてみてはどうか。

３．特別ライセンスプログラムについて

　○�コンプリートプランを必要とする会員企業は少ない

と思われる。単体プランの充実や両プランの中間的

なプランがあれば普及が進むのではないか。

　○�Amazon等通信販売やベンダー各社と比較して、価格

的優位性をあまり感じない。

　○�アフターケアに一抹の不安があり、定期訪問がある

出入りのベンダー社の方が使い勝手が良い。

４．印刷営業講座・印刷営業技能審査認定試験について

　○�有益な講座、試験であることは理解できるが、コロ

ナ禍において集合講座は開催困難。オンラインセミ

ナー形式の講座であれば、広域な県内各地からの参

加者を募ることが可能である。

　○�試験はリアル参加が必須であるが、講座に関して

は、地区協全体での広域開催を希望する。

５．その他

　○�ＪＰＰＳに対する関心が高まっている。コストが嵩

み、ハードルが高いＰマークよりもＪＰＰＳ認定を

目指す動き（Ｐマークからの乗り換えも含む）が見

受けられる。
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委員長　荒川和行（岩手県）

〔報告事項〕

１．�厚生労働省「令和４年３月までの雇用調整助成金の

特例措置等」 について

２．�厚生労働省「パワーハラスメント防止措置が中小企

業事業主にも義務化」

３．�厚生労働省「改正育児・介護休業法への対応（令和

４年４月１日から義務化」

　令和４年４月１日から、中小企業の事業主に対しても

パワーハラスメント防止措置が義務化されます。職場に

おけるパワーハラスメントの定義、「優越的な関係を背

景とした言動」、「業務上必要かつ相当な範囲を超えた

もの」、「労働者の就業環境が害されるもの」３点を満

たす行為を防止する措置の共有。

〔依頼事項〕

１．中小印刷業モデル就業規則２０２１の販売

２．�｢知らなかったでは済まされない労働法と労働基準法

改正セミナー（令和３年度版）」の開催

３．環境マネジメントシステム認証・認定制度の普及推進

　（１）ＧＰ(グリーンプリンティング)認定制度

　（２）環境推進工場登録制度

　（３）ＩＳＯ１４００１取得支援事業（NetEMS）

　　　　�　改めて各企業における環境への取組が重要と

なる旨を共有。

　　　　�　比較的取り組みやすい環境推進工場の登録を

組合員各社へ普及・啓発して行く。

　　　　�　また、今年度から新規・更新両方の講習会が

オンライン開催出来るよう整備したため、地区

単位での講習会開催が可能となった点について

も積極的な利用を促し情報を共有。

〔協議事項〕

１．各工組における労務課題への対応状況

　依然としてコロナ渦での経済衰退、受注・売上の減少

を実感しており、環境への取り組みより、雇用に関する

労務対応優先が現状である。

２．環境マネジメントシステム認証・認定の周知・啓発に

ついて

　ここ数年コロナ渦で積極的な啓発活動が行えない中で

はあるが、非接触型の啓発活動も視野に入れ、引き続き

周知に務める。

〔数値目標〕

１．ＧＰ認定（新規）件数：２工場

２．環境推進工場登録（新規）件数／３工場

　 社員の健康を守る事や、環境に配慮した生産工程を構

築することで企業価値を高め、顧客や社会から信頼を得

るため、数値目標を立てて推進していく。

委員長　平野研一（宮城県）

〔依頼事項〕

１．令和４年度共済加入促進キャンペーンの推進

　　キャンペーン期間

　　令和４年９月１日～令和５年３月31日

組織共済委員会

環境労務委員会
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２．クラウドバックアップサービスの普及・加入促進

　　令和３年度の数値目標　９社

〔協議事項〕

１．令和４年度共済加入促進キャンペーン重点工組の選定

　　宮城県工組、福島県工組　

２．共済加入促進キャンペーンの展開について

　（１）�令和３年度の数値目標　組合員に対する加入率

32％の達成協力

　　　　目標達成工組　47工組中27工組

　　　　未達成工組20工組はより一層の加入促進を望む

　　　　→�わずかな負担で大きな補償を得られるため、

周知徹底を図る。

　（２）医療・がん・介護要塞の加入促進について

　　　　①介護に直面した際に一時金（300万円）の受け取り

　　　　②仕事と介護の両立が可能

　　　　③告知ハードルは低い

　　　　④�規模メリットを生かした団体割引10％の適用

により割安で加入できる

３．新規組合員加入促進について

　（１）�組合員の減少率を令和２年度の△3.8％を０％に

近づける

　　　　令和２年度組合員純増　２工組

　　　　　　　　　　増減なし　７工組

　（２）東北６県の状況

　　　　前年比増加　１工組、

　　　　増減 なし   　３工組、

　　　　減少　　　　２工組

〔意見交換〕

　「組合の運営課題の論点に対する具体的な解決策」に

ついて各地区協で意見交換し、３月11日の全印工連組織

共済委員会で協議とする。

委員長　日下直哉（福島県）

〔報告事項〕

１．ＣＳＲの普及・啓発の推進 

　２月８日(火)に和歌山県和歌山市において全印工連Ｃ

ＳＲシンポジウム「ＳＤＧｓの視点からみた調達の将来

像」をオンライン配信で開催し、当日は130名以上がリア

ルタイムで視聴した。シンポジウムの基調講演、パネル

ディスカッションの模様は教育動画サイト「印カレ」で

動画配信する予定。

２．全印工連CSR認定事業の推進

　全印工連ＣＳＲ認定制度では、ワンスター認定（標準

認定）、ツースター認定（上位認定）、スリースター認

定（最上位認定）の普及拡大など積極的にＣＳＲを実践

する企業の成長・発展を支援している。

※通年募集：年４回（３月・６月・９月・12 月）認定

各工組のより一層のＣＳＲ認定の周知協力をお願いした。

３．メディア・ユニバーサルデザイン（ＭＵＤ）活動の推進

　（１）�第15 回メディア・ユニバーサルデザインコンペ

ティションの開催結果

　　　　①応募数：237点（一般47 点、学生190点）

　　　　　前年比 ＋10点（一般－17点、学生＋27点）

ソーシャルビジネス委員会
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　　　　②�表彰式：新型コロナウイルス感染拡大による

「まん延防止等重点措置」発令のため中止

　（２）�第16回メディア・ユニバーサルデザインコンペ

ティションの実施

     　　�　第16回も第15回と同様、2022年９月１日より

応募作品を募集予定。

４．ダイバーシティ経営の実践と情報提供

　８月26日にオンラインセミナー「女性経営者ネット

ワークの魅力」を開催し、46名にご参加いただいた他、

Ｗｅｂ上で定期的なミーティングを行うことで、印刷業

における個社の実態・情報の共有に努めた。また、女性

経営者のネットワーク構築として「デジタル名簿」の作

成を進めている。

〔意見・情報交換〕

　○�ＣＳＲ認定事業の取り組みは地方の中小企業におい

ては難しい。コロナ禍で本業が大変で、それどころ

ではないと感じる。

　○まだまだＣＳＲに対する関心は低い。

　○�県主催のＭＵＤセミナーが先日開かれ、組合からも

何名か参加した。行政、民間からもＭＵＤに対する

意識が上がってきていると感じる。

　○�ＣＳＲ認定の取得までは至っていないが、会社の社

会的責任としてＣＳＲの明文化に取り組んだ。今後

はＣＳＲの項目にＳＤＧｓのアイコンを紐づけて

ＳＤＧｓに取り組んで行きたい。取り組み易いとこ

ろからＳＤＧｓの目標化をして行きたい。

　○�ＣＳＲについては全然やっていない。これから勉強

を始めて取り組んで行きたい。

委員長　田中日露史（青森県）

〔報告事項〕

１．第６回全国協議会の開催について  

　令和４年２月４日（金）オンライン形式で開催

　　テーマ「官公需の共同受注」　26工組49名が参加

　　・�宮城県印刷工業組合理事長の針生英一氏によるセ

ミナー講演

　　・�事例発表：神奈川県印刷工業組合常務理事 荒井慶

太氏と山形県印刷工業組合理事 村上慈氏  

２．官公需ならびに著作権セミナーの開催実績            

　２月５日：山梨工組　　 ２月18日：愛媛工組

 　東北の取組状況

　　○山形県工組　�令和３年11月に「知的財産権」に関

するセミナーを開催

　　　　　　　　　�県職員と外郭団体50人、県工組から

40社が参加

　　○岩手県工組　�平成30年度から知的財産権に関する

要望書の提出

　　　　　　　　　年４回のセミナー開催

　　　　　　　　　令和元年12月のセミナー

　　　　　　　　　①印刷工程

　　　　　　　　　②�知的財産権（含バイ・ドール契約）に

ついて研修

　　　　　　　　　令和３年11月には要望書を提出

〔協議事項／意見交換〕

　○�青森県工組が知的財産権の取り扱いに関する要望書

を提出

　きっかけは、当工組理事長が偶然名刺交換した県議会

議員が知的財産管理技能士の資格を持っていたことから

始まった。

　　※�知的財産管理技能士：技能検定制度の一種で、国

家資格。略称は知財技能士。

　　　�職業能力開発促進法第47条第1項により厚生労働大

臣が指定する指定試験機関（一般社団法人知的財

産教育協会）が実施する知的財産管理に関する学

科及び実技試験に合格することで資格取得。2008

年に技能士に新たに追加された職種。

官公需対策協議会
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「新型コロナウイルス感染症」に係る影響アンケート結果（2022年1月）

　　　岩手県印刷工業組合

問２：2021 年 10 月～12 月の状況（前々年比較）

設　問 回答数 比　率

①売上もしくは設備操業率が概ね前々年
　同期比５割以上減少・低下

2 7%

②　〃　同期比２～４割減少・低下 10 36%

③　〃　同期比１割以上減少・低下 12 43%

④　〃　同期並み 3 11%

⑤　〃　前々年を上回った 1 4%

問 5：国や県に対する要望など、その他ご意見等ござ
いましたらご記入ください

・印刷会社のブローカー化が進んでおり、このままで

は紙や資材の地方問屋まで売上げが減少しておりま

す。税金を地方で使うようにしてもらいたい。例え

ば入札の際に機材の確認をするなどの方策が必要だ

と思います。

・雇用調整助成金の延長（コロナ感染症が落ち着くまで）

・売上が 20％以上に落ちている会社への給付金支援策

・GoTo プリント（GoTo トラベルや GoTo イートと同じ

ような）の推進

・補助金、助成金の拡充

・感染症に対する対策だけでなく、もっと手厚い経済支

援体制を行ってもらわないと、地方経済はもっと疲弊

してしまう。With コロナに合った地方経済の動きを

作ってもらいたい。

回答社数：28社（41社中）
回答率：68％

問１：2021 年 10 月～12 月の状況（前年比較）

設　問 回答数 比　率

①売上もしくは設備操業率が概ね前年
同期比５割以上減少・低下

1 4%

②　〃　同期比２～４割減少・低下 1 4%

③　〃　同期比１割以上減少・低下 11 39%

④　〃　同期並み 12 43%

⑤　〃　前年を上回った 3 11%

問３：2022 年 1月～ 3 月の見通し（前年比較）

設問 回答数 比　率

①売上もしくは設備操業率が概ね前年
同期比５割以上減少・低下

1 4%

②　〃　同期比２～４割減少・低下 3 11%

③　〃　同期比１割以上減少・低下 8 29%

④　〃　同期並み 15 54%

⑤　〃　前年を上回った 1 4%

問 4：2022 年 1月～ 3 月の見通し（前々年比較）

設問 回答数 比　率

①売上もしくは設備操業率が概ね前々年
同期比５割以上減少・低下 2 7%

②　〃　同期比２～４割減少・低下 10 36%

③　〃　同期比１割以上減少・低下 12 43%

④　〃　同期並み 3 11%

⑤　〃　前々年を上回った 1 4%

特記
・すべてに於いてコロナのため大きなイベントの中止が
影響している。
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岩手県への印刷物発注に関する要望について

　令和３年11月12日（金）岩手県に対し、（一社）日本グラフィックサー
ビス工業会岩手県支部と連名で「官公需発注における著作権等の知的財産権
の取り扱い」および「印刷物ご発注に関するお願い」について要望を行いま
した。県からは肯定的な返答をいただき、同要望書を県より各市町村へ通知
していただきました。また、県に提出しました「印刷物ご発注に関するお願
い」文書と同じものを組合から各市町村長へ11月22日に郵送しております。
　今後は、２月に実施した「市町村への要望実施調査」の結果を基に、各
市町村へ同様の要望を実施する予定です。皆様のご協力よろしくお願いい
たします。

　岩
手
県
知
事

　
　達

　増

　拓

　也

　殿

官
公
需
発
注
に
お
け
る
著
作
権
等
の
知
的
財
産
権
の

取
扱
い
に
つ
い
て
の
要
望
書

『 

国
等
は
、
物
件
及
び
役
務
の
発
注
に
当
た
っ
て
は
、
発
注
内
容
に
著
作
権
等
の
知
的
財
産
権
が
含
ま
れ
る
場

合
に
は
、
当
該
知
的
財
産
権
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
書
面
を
も
っ
て
明
確
に
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ま
た
、
当
該
知
的
財
産
権
の
財
産
的
価
値
に
つ
い
て
十
分
に
留
意
し
た
契
約
内
容
と
す
る
よ
う
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

そ
の
際
、
契
約
に
当
た
っ
て
、
著
作
権
等
の
知
的
財
産
権
の
発
生
が
含
ま
れ
る
場
合
に
は
、
発
注
者
は
当
該

知
的
財
産
権
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
譲
り
受
け
ず
受
注
者
に
帰
属
さ
せ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
版
バ
イ
・
ド
ー
ル
契

約
の
活
用
を
促
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。』

　つ
き
ま
し
て
は
、
岩
手
県
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
国
等
の
基
本
方
針
同
様
に
、
知
的
財
産
権
の
取
り
扱
い
に
留

意
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
県
内
市
町
村
の
官
公
需
発
注
部
署
に
対
す
る
働
き
か
け
に
一
層
取

り
組
ま
れ
、
地
元
印
刷
業
の
振
興
に
お
力
添
え
下
さ
い
ま
す
よ
う
要
望
い
た
し
ま
す
。

　
　令
和
三
年
十
一
月
十
二
日

岩
手
県
印
刷
工
業
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　

 

　
　
　
　
　
　

　理

　事

　長

　斎

　藤

　
　
　誠

 

（
一
社
）
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
工
業
会 

　岩
手
県
支
部
長

　菅

　原

　正

　行

要

　
　望

　
　書

　官
公
需
発
注
に
お
け
る

　
　
　
　著
作
権
等
の
知
的
財
産
権
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
要
望

　平
素
は
当
印
刷
業
界
に
対
し
格
別
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
ご
高
承
の
と
お
り
現
下
の
県
内
中
小
印
刷
業
界
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
各
イ
ベ
ン
ト
等
の
相
次

ぐ
中
止
に
伴
い
、
各
社
の
売
り
上
げ
が
軒
並
み
一
〇
～
三
〇
％
の
減
少
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
厳
し
い
経
営

状
況
下
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　平
成
三
〇
年
に
県
に
要
望
し
ま
し
た
と
お
り
、
県
内
の
官
公
需
発
注
に
お
い
て
は
、
著
作
権
等
の
知
的
財
産
権

（
中
間
生
成
物
で
あ
る
印
刷
用
デ
ー
タ
も
含
む
）
の
発
注
者
帰
属
を
求
め
ら
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
れ
に

関
連
し
て
、
当
組
合
が
実
施
し
た
組
合
員
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
（
別
紙
）
に
よ
り
ま
す
と
、
一
部
改
善
さ

れ
た
例
も
あ
る
も
の
の
、
多
く
は
知
的
財
産
権
へ
の
配
慮
に
改
善
を
要
す
る
仕
様
書
や
契
約
書
が
継
続
使
用
さ
れ

て
い
る
な
ど
の
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、「
令
和
三
年
度
中
小
企
業
者
に
関
す
る
国
等
の
契
約
の
基
本
方
針
（
九
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
に
お
い

て
、
知
的
財
産
権
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
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令和３年１０月 

岩手県知事 達増拓也  様 

 

全日本印刷工業組合連合会 

会 長  滝 澤 光 正 

岩 手 県 印 刷 工 業 組 合 

                                                    理事長   斎 藤  誠 

 

 

印刷物ご発注に関するお願い 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。 

平素は、格別のお引き立てを賜わり、厚く御礼申しあげます。 

さて、ご高承のとおり、印刷の主要資材でありますインキおよび刷版材料が、原材料

コストおよび物流費の上昇を理由として大幅に値上げされました。また、最低賃金額も

全国加重平均で 28 円という大幅な引き上げが見込まれています。 

私ども印刷業界は、新型コロナウイルス感染症の影響で、印刷物需要が減少して収

益が悪化しておりますが、お客様のご要望に応えるべく、従来にも増したコストダウン

により価格の維持に努めてまいりました。しかしながら今回の資材の値上がりや最低賃

金の大幅な改定分のコスト吸収は、もはや限界を超えるものとなりつつあります。 

「令和３年度中小企業者に関する国等の契約の基本方針（令和３年 9 月 24 日閣議

決定）」では、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている中小企業・小規模事業者

に対する配慮として、最新の実勢価格等を踏まえた適切な予定価格の作成及び契約

金額の変更を掲げて、その中では「契約途中の需給の状況、原材料費及び輸送費等

の実勢価格に変化が生じた場合には、契約金額を検討し、適切に対応するもの」とさ

れ、また、最低賃金額においても令和３年度に新たに講ずる主な措置として、「最低賃

金引き上げ分の円滑な価格転嫁を図ることができるよう柔軟に契約額の変更に応じる

こと」とされています。   

貴県（市・町等）におかれましては、これらの諸事情をご賢察いただきますとともに、

この「基本方針」を十分に踏まえてご発注いただきますよう、格別のご高配を賜りたく、

お願い申しあげます。 

敬具 
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常任理事会

第５回　令和３年 10月 19日（火）岩手県青少年会館
第６回　令和３年 12月２日（木）アートホテル盛岡
第７回　令和４年１月 21日（金）岩手県青少年会館
第８回　令和４年３月８日（火）岩手県青少年会館
第９回　令和４年３月 24日（木）岩手県青少年会館

日本印刷個人情報保護体制認定制度（JPPS）講習会　開催
開催日：第１回　令和３年10月20日（水）
　　　　第２回　令和３年11月16日（火）
　　　　第３回　令和３年12月15日（水）
　　　　第４回　令和４年１月19日（水）
　　　　第５回　令和４年２月24日（木）
会　場：アイーナ501Ａ会議室
講　師：金子一美（カネコ ヒトミ）氏　SME Support

　５社 14名が参加しました。今後は３月に申請書をご提出いただ
き、４月 20日（水）アイーナ 605 会議室にてヒアリングを行います。
５月～６月中に認定審査会が行われる予定です。

第35・36回　古紙回収および寄付金贈呈

　今年度３回目の古紙回収を９月15日（水）、４回目を11月５日（金）
に行いました。皆様のご協力により無事に終了することができました。
改めて感謝申し上げます。また、11月９日（火）斎藤理事長と間瀬
盛岡副支部長が盛岡市役所若園分庁舎を訪れ、この古紙回収収益
金より10万円を岩手県緑化推進委員会へ寄付いたしました。

盛岡支部　月例会

第１回　令和３年 12月７日（火）メトロポリタン盛岡本館
第２回　令和４年２月８日（火）メトロポリタン盛岡本館
７月と９月の月例会は新型コロナウイルス感染拡大により中止しま
した。

ＭＵＤセミナー「最近のＭＵＤの考え方について」開催
～コロナ禍におけるMUDを活用した今後の事業継続に向けて～
開催日：令和３年11月18日（木）
会　場：メトロポリタン盛岡ニューウイング
講　師：小粥将直（オガイ マサナオ）氏
　　　　NPO法人メディア・ユニバーサル・デザイン協会　理事
　　　　株式会社Ｄ＆Ｐメディア　代表取締役
参加数：50名（Ｗeb参加者36名）

　Zoom を利用して、初めてのハイブリッド形式で開催しました。
小粥講師よりＭＵＤの基礎から具体的な事例を交えた実践的な考え
方を解説していただきました。機材の不具合もありましたが、組合
員のほか岩手県産業技術短期大学校の生徒の皆様にも多数ご参加いただき、好評のうちに終了しました。



令和４年３月号

13

お知らせ

今後の予定（行事）

４月19日（火）盛岡支部通常総会（岩手県青少年会館）
４月27日（水）第１回常任理事会（組合事務所）
５月12日（木）理事会（岩手県青少年会館）

５月20日（金）通常総会（ホテル森の風鶯宿）
６月22日（水）上期東北地区印刷協議会（アートホテル盛岡）
７月13日（水）・14日（木）　SOPTEC とうほく 2022（仙台市）

訃報

組合員動向

令和３年 12 月 30 日
前工組監事・前盛岡支部長
有限会社河南印刷　代表取締役
吉田　　尹　様　享年 75 歳

脱退
令和３年９月 30 日　㈲河南印刷（盛岡支部）　　　令和４年２月 28 日現在　組合員数 41 社

令和４年２月４日
前工組理事長・盛岡支部幹事
株式会社橋本印刷　代表取締役社長
田口　純二　様　享年 72 歳

故人のご冥福を心よりお祈り申し上げます。

　マスク常用の日々、誰しもが知らず知らずのうち
に “不愛想 ”になっていませんか？　
　マスクの下で口角を少し上げてみたら、あなたも幸せを呼
び込めるかも！　古来、世界三代微笑像といわれてきたもの
に、エジプトのスフィンクス、モナリザ、そして斑鳩 (いかるが )
（奈良県）にある中宮寺のご本尊「菩薩半跏思惟像」があります。
これらに共通しているのは満面の笑みではなく、自然な微笑
み、つまり優美で気品ある微笑み。この種の微笑は “幸せを
運ぶ最高の相 ”でもあるそうな。さて、日本の飛鳥時代の仏
像によく見られる特徴を表す美術用語でもあり、古代ギリシャ
美術の様式を指す言葉でもある、この微笑は「何とかスマイル」
と呼ばれています。この「何とか」にあてはまる言葉は何でしょう？

■送 り 先 ／�答え、会社名、氏名をご記入のうえ、当組合事務所

　　　　　  （当誌表紙に記載）までＦＡＸまたはメールでご回答

                       � ください。

■応募締切／令和４年５月６日（金）

■当選発表／賞品の発送をもって代えさせていただきます。

■個人情報は賞品の発送のみに利用します。

Q. クイズコーナー

今回の景品　ツインバードマッサージャー

前回の答え 前回の答えは

「クルミ」でした。
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＊現像廃液・定着廃液及び古フィルム、廃油、洗浄液の処理を御用命下さい。

〒028-7801 岩手県久慈市侍浜町堀切11-136-5

TEL 0194-58-3833 FAX 0194-58-3057

長代商店は皆様の産業廃棄物の処理に
誠意をもってお手伝い申し上げます。

＊廃液、廃油、洗浄液、インク缶の処理を御用命下さい。＊廃液、廃油、洗浄液、インク缶の処理を御用命下さい。




